
 

＜概要＞
 平成6年度、我が国の原子力発電所の時間稼動率及び設備利用率は、営業運転中の全発 電所（48

基、総発電設備容量4,036.6万キロワット）平均で，時間稼動率は77.2％、設備利用率76.6％であ
った。

＜更新年月＞ 
1996年03月   （本データは原則として更新対象外とします。）

 

＜本文＞
  原子力発電は、1994年度末現在、総発電設備容量（電気事業用）の20.4％、1994年度推定実績

で、総発電電力量（電気事業用）の31.3％を占め、主力電源として着実に定着してきている。
  平成6年（1994年）度、我が国の原子力発電所の時間稼動率を 表１-１ と 表１-２ に、設備利用

率を 表２-１ と 表２-２ に示した。これらの表によれば、営業運転中の全発電所（48基、総発電
設備容量4,036.6万キロワット）平均で、時間稼動率は77.2％、設備利用率は76.6％であった。全
発電所の運転状況を見ると、前年度に比べて、時間稼動率及び設備利用率のそれぞれに1％程度増
加した。これは定期検査及びトラブルによる停止期間の割合が減少したことである。

  平成6年度に新規に営業運転開始した原子力発電所は次の2機である。
  東京電力（株） 柏崎刈羽原子力発電所 4号機（BWR 110万キロワット）

          （平成6年8月11日運開）
  四国電力（株） 伊方原子力発電所 3号機（PWR 89万キロワット）

          （平成6年12月15日運開）

＜関連タイトル＞
 日本の原子力発電所の時間稼働率の推移（2004年度まで） (02-05-02-01)

 日本の原子力発電所の設備利用率の推移（2004年度まで） (02-05-02-02)
 平成6年度我が国の原子力発電所の時間稼動率及び設備利用率 (12-01-01-16)
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